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【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
杉
並
支
部
は
4
月
9
日
、

1
0
5
人
の
参
加
で
第
74
回
定
期

大
会
を
開
催
。
大
会
に
は
岸
本
聡

子
区
長
、
吉
田
は
る
み
衆
議
院
議

員
を
は
じ
め
多
く
の
方
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

国
が
専
守
防
衛
・
軽
武
装
路
線

を
捨
て
る
方
針
転
換
を
し
た
な
か

で
の
大
会
で
、
組
織
を
強
く
大
き

く
し
、
防
災
・
住
宅
デ
ー
な
ど
で

地
域
の
信
頼
を
得
て
仕
事
と
く
ら

し
を
守
る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。支

部
会
館
に
集
ま
っ
て
の
一
日

大
会
は
4
年
ぶ
り
。
6
つ
の
分
科

会
で
も
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
で
て
、

討
論
を
経
て
議
案
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
全
体
会
で
も
、
群
の
お
金

の
輸
送
中
の
保
険
や
自
転
車
保

険
、
健
診
の
再
読
影
な
ど
に
つ
い

て
の
質
問
・
討
議
を
経
て
議
案
が

承
認
さ
れ
た
後
、
新
役
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
鎗
田
登
美
雄
。
副
委
員
長
・

石
川
雅
昭
、
栗
林
弘
行
、
浅
田
正

昭
、
吉
田
康
典
、
矢
口
德
太
郎
。

書
記
長
・
縫
村
信
秋
。
書
記
次
長

・
腰
塚
智
彦
、
藤
澤
拡
海
。

【
世
田
谷
・
書
記
・
近
藤
日
登

美
通
信
員
】
4
月
9
日
、
日
本
大

学
文
理
学
部
の
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
第
65
回
支
部
定
期
大
会
を
開
催

し
、
合
計
1
8
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
す
べ
て
の
仲

間
が
団
結
し
て
分
会
・
群
活
動
の

活
性
化
を
図
り
、
地
域
か
ら
建
設

従
事
者
の
処
遇
改
善
・
地
位
の
向

上
を
め
ざ
し
、
実
増
を
成
し
遂
げ

よ
う
、と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
に
は
5
つ
の
合
同
分
科
会
で

議
案
を
討
議
し
た
後
に
分
散
会
を

行
な
い
、
若
い
世
代
の
参
加
者
を

中
心
に
組
合
活
動
に
参
加
し
た
き

っ
か
け
や
組
合
へ
の
要
望
を
発
言

で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

討
議
で
は
決
算
報
告
に
対
し
て

の
質
問
や
、
群
会
計
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
納
入
方
法
の
改
善

を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
執
行
部

で
答
弁
を
行
な
い
、
最
後
に
総
括

・
方
針
・
決
算
・
予
算
を
満
場
一

致
で
採
択
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
秋
元
正
眞
。
副
委
員
長
・
島
田

俊
雄
、
勝
呂
高
也
、
大
内
修
、
佐

久
間
法
博
。
書
記
長
・
服
部
達
朗
。

書
記
次
長
・
後
藤
剛
、
橋
本
祐
典
。

【
目
黒
・

書
記
・
村
上

亮
記
】
4
月

23
日
、
け
ん

せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
に
て
来

賓
7
人
、
組

合
員
1
0
2

人
の
出
席
で

第
66
回
目
黒

支
部
定
期
大

会
を
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
よ
り

も
一
分
会
あ

た
り
の
代
議
員
定
数
を
ふ
や
し
、

全
分
会
・
青
年
部
・
萩
の
会
・
竹

の
こ
会
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
か
ら
の
活
動
経

験
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
町
場
利

用
の
重
要
性
や
、
建
退
共
や
出
面

帳
と
紐
づ
け
た
利
便
性
に
つ
い
て

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
若
者
こ
そ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
カ
ー
ド
が

必
要
」
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
賃
金

ア
ッ
プ
の
根
拠
に
な
っ
て
い
く
」

「
カ
ー
ド
が
無
い
と
入
れ
な
い
現

場
が
ふ
え
た
」
等
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

新
四
役
体
制
は
以
下
の
よ
う
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
・
佐

藤
忍
、
副
委
員
長
・
岩
城
道
昭
、

君
塚
広
一
、
佐
藤
豊
、
佐
藤
義
光
、

室
井
正
則
。
書
記
長
・
勝
間
田
康

之
。
書
記
次
長
・
山
本
雅
人
、
堀

田
祐
子
。

【
中
野
・
配
管
・
周
佐
博
通
信
員
】

4
月
2
日
、
中
野
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
第
69
回

中
野
支
部
定
期
大

会
を
開
催
し
、
合

計
97
人
が
出
席
。

す
べ
て
の
議
案
、

予
算
案
を
採
択

し
、
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

阿
部
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
山
口
書
記
長
に
よ
る
基
調
報

告
。
国
内
外
や
建
設
産
業
を
取
り

巻
く
情
勢
の
ほ
か
、
組
織
の
拡
大

強
化
な
ど
山
積
す
る
諸
課
題
、
昨

年
度
の
専
門
部
の
経
過
と
今
年
度

の
運
動
方
針
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
続
い
て
石
田
財
政
部
長
か

ら
2
0
2
2
年
度
の
決
算
が
報
告

さ
れ
、
2
0
2
3
年
度
の
予
算
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
後
は
6

つ
に
分
か
れ
て

分
科
会
。
専
門

部
の
議
案
を
討

議
し
、
す
べ
て

採
択
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
分
会

で
代
議
員
会
議
が
実
施
さ
れ
、
練

ら
れ
た
意
見
や
質
問
が
相
次
ぎ
、

執
行
部
も
そ
れ
ら
に
丁
寧
に
答
弁

し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
討
議
を

終
結
し
、す
べ
て
の
議
案
・
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
採
択
後
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

新
四
役
は
以
下
の
と
お
り
。
委

員
長
・
阿
部
秀
晴
。
副
委
員
長
・
鈴

木
利
之
、石
田
憲
一
、藤
野
雅
人
、

山
口
君
彦
。
書
記
長
・
深
石
武
史
。

書
記
次
長
・
前
川
進
、相
田
太
郎
、

高
橋
恵
喜
、菊
地
亮
、恩
田
一
馬
。

【
新
宿
・

書
記
・
大
槻

遼
平
通
信

員
】
「
地
域

に
根
ざ
し
た

群
・
分
会
を

守
り
育
て
、

砦
の
支
部
会

館
再
生
を
成

し
遂
げ
よ
う

！
」
な
ど
を

ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
第
68
回

新
宿
支
部
定

期
大
会
は
4

月
16
日
、
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京

で
合
計
54
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
築
51
年
の
支
部
会

館
の
再
生
を
本
格
始
動
、
組
合
費

を
引
き
上
げ
、
設
計
者
募
集
は
前

例
の
な
い
「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」

（
1
〜
3
位
を
表
彰
）
形
式
で
開

催
、
全
都
か
ら
多
種
多
様
な
16
の

案
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
各
分
会

で
真
剣
な
議
論
の
末
投
票
に
て
決

定
し
、
今
大
会
の
中
で
経
過
報
告

と
結
果
発
表
を
行
な
い
、
同
日
夜

に
設
計
者
へ
お
礼
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
コ
ロ
ナ
で
も
で
き
る

こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
を
合
言

葉
に
、
組
織
活
動
活
性
化
の
課
題

を
再
開
す
べ
く
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
取
り
組
み
、
新
し

い
活
動
参
加
者
や
つ
な
が
り
が
で

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

そ
の
足
掛
か
り
を
大
事
に
、
組
織

づ
く
り
と
要
求
運
動
、
新
会
館
再

生
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

新
四
役
は
次
の
と
お
り
。
委
員

長
・
伊
藤
賢
司
。
副
委
員
長
・
関

口
弘
、
粂
明
、
隅
田
祐
太
郎
。
書

記
長
・
半
澤
信
司
。
書
記
次
長
・

角
谷
美
樹
、
秋
山
清
。

【
渋
谷
・
書
記
・
田
中
徹
通
信

員
】
4
月
9
日
、
第
66
回
渋
谷
支

部
定
期
大
会
が
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ

東
京
で
合
計
81
人
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

小
倉
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
物
価
高
や
大
軍
拡

・
大
増
税
な
ど
仲
間

の
仕
事
と
暮
ら
し
を

脅
か
す
情
勢
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら

何
を
す
る
の
か
が
問

わ
れ
て
い
る
」
と
語

り
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、

協
会
け
ん
ぽ
へ
の
移

行
脱
退
な
ど
に
よ
る
3
年
連
続
の

組
織
後
退
を
食
い
止
め
、
後
継
者

育
成
と
共
に
組
織
の
実
増
を
は
か

る
こ
と
と
、
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
が

迫
り
大
軍
拡
に
よ
る
大
増
税
が
進

め
ら
れ
る
な
か
で
、
4
月
の
統
一

地
方
選
挙
の
時
期
に
合
わ
せ
た
地

域
共
闘
の
大
宣
伝
週
間
に
つ
い
て

提
案
。
閉
会
あ
い
さ
つ
で
も
小
島

副
委
員
長
が
、
「
大
宣
伝
行
動
で

要
求
実
現
の
大
波
を
渋
谷
か
ら
起

こ
そ
う
」
と
訴
え
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

新
四
役
体
制
は
次
の
と
お
り
。

委
員
長
・
小
倉
常
良
。
副
委
員
長
・

小
島
真
一
、佐
藤
知
子
、加
藤
和

春
。
書
記
長
・
白
須
美
登
里
。
書
記

次
長
・
高
木
夏
子
、阿
部
祐
輔
。

参加者からは多くの意見や質問が

一
日
大
会
に
１
０
５
人

西部ブロック西部ブロック

杉並

目黒、渋谷、世田谷、新宿、中野、杉並

６
分
科
会
で
質
問
続
出

全
分
会
が
代
議
員
会
議

中野

意
見
な
ど
相
次
ぐ

在籍60年表彰された小林德さん

4年ぶりに支部会館で気持ちのこもったガンバロー

実
増
成
し
遂
げ
よ
う

世田谷

若
い
世
代
の
交
流
は
か
る

新
宿

分会等から経験報告
ＣＣＵＳへ様々な声あがる

大
宣
伝
週
間
を
提
案

渋谷

要
求
実
現
の
大
波
起
こ
す

4月の大宣伝週間を
訴える小島副委員長

目
黒

新会館再生を始動
デザインコンペ結果発表


